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肥

後

狂

句

か
け
離
れ
妻
は
名
の
み
の
同
居
人

つ
ん
ぶ
る
い
振
り
切
リ
ト
ラ
イ
す
る
ラ
ガ
ー

感
無
量
花
東
と
来
る
綿
帽
子

感
無
量
共
に
勤
め
た
弁
当
箱

脱
皮
し
て
花
の
命
と
消
ゆ
る
蝉

つ
ん
ぶ
る
い
灰
吹
き
や
っ
て
喰
わ
す
芋

か
け
離
れ
窓
際
族
ア
マ
イ
ベ
ー
ス

感
無
量
句
友
に
謝
辞
の
言
い
足
ら
ん

頭
か
ら
功
績
順
の
指
定
席

次
の
次
面
接
イ
紅
引
き
直
し

か

い

こ

つ
ん
ぶ
る
い
蚕
に
は
ヨ
ナ
喰
ワ
せ
ら
れ
ん

Ｌ
ヒ
‥

月
ν

萬
作
や
陽
光
浴
び
て
稲
ゆ
る
ゝ

八
朔
の
行
事
も
今
は
忘
れ
去
り

山
深
く
終
着
駅
の
蕎
麦
の
花

村
の
バ
ス
降
り
れ
ば
其
処
に
昼
の
虫

敬
老
会
人
そ
れ
ハ
ヽ
の
過
去
を
持
ち

風
鈴
の
音
に
も
秋
の
声
か
か
り

夜
々
育
つ
月
に
狸
の
黍
荒
す

人Ｅ
Ｄ
′
『

ａ
Ｊ

人 口
―-3月 31日現在

―

発行 阿蘇郡 高森町役場  TEL(高 森局09676)② llll〔代表〕

報
世帯数・…

転入 34

転出 32

男・…4,456人
女 ・・・4,689人

・・・・・・・・・ 2,590

出生 8

死亡 6

●●
″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

贈
顧
引
雌

「
尾
下
の
獅
子
舞
」
奉
納

尾
下
の
菅
原
神
社
秋
祭
り
が
三
日
行
わ
れ
、
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る

「
尾
下
の
獅
子
舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

尾
下
小
の
全
児
童
十

一
人
が
演
じ
る

「
団
扇

（う
ち
わ
）
取
り
」
と
呼
ば
れ
る

勢
子
と
雌
雄
二
頭
の
獅
子
が
向
か
い
合
い
、
太
鼓
や
笛
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
に
ぎ

や
か
に
舞
わ
れ
ま
し
た
。
白
い
団
扇
に
赤
い
肩
か
け
の
勢
子
と
金
色
の
獅
子
が
も

み
合
う
よ
う
に
踊
る
と
、
見
物
人
も
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。

馬
原
　
馬
笑

石
田
　
詩
朗

林
　
　
不
忘

田
上
駄
公
子

松
野
　
笑
声

篠
田
　
凡
才

二
子
石
探
訪

山
村
　
不
覚

岡
本
　
琴
司

林
田
　
一
声

浦
塚
　
南
天

熊
谷
　
紫
雲

野
尻
　
誓
道

野
尻
さ
ざ
む

熊
谷
起
代
女

草
村
　
鶴
代

馬
原
そ
の
女

草
村
あ
つ
代

弘
法
展
待
つ
間
の
長
し
秋
扇

唐
黍
の
葉
ず
れ
に
秋
の
声
と
ゞ
く

雑

　

　

詠

菅
山
　
　
工
　
藤
　
シ
ゲ
子

▽
永
野
原
の
本
田
登
さ
ん
か
ら

（父
、
勉
さ
ん
。
８６
歳
死
去
）

▽
高
森
横
町
の
濱
田
シ
ズ
オ
さ
ん
か
ら

（夫
、
國
男
さ
ん
。
７１
歳
死
去
）

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
野
尻

河
地
の
馬
原

宏
文
さ
ん
か
ら

「
ふ
も
と
会
」

へ
金

一
封

▽
津
留

山
付
の
瀬
井
弘
子
さ
ん

か
ら

「
あ
け
ば
の
会
」

へ
金

一
封

▽
高
森
横
町
の
濱
田
シ
ズ
オ
さ
ん
か
ら

「
清
栄
会
」

へ
金

一
封

◎
そ
の
他
の
寄
付

▽
尾
下
の
濱
原
勝
さ
ん
か
ら
尾
下
獅
子

舞
保
存
会
へ
金

一
封

▽
尾
下
の
古
澤

一
喜
さ
ん
か
ら
尾
下
獅

子
舞
保
存
会

へ
わ
ら
じ
五
卜
足

○
永
き
世
の
荒
波
を
越
え
五
十
年
祝
い
戴
く
金
婚
の
式

○
永
の
世
の
旅
も
む
そ
じ
の
坂
を
越
え
秋
又
来
た
り
稲
実
り
つ
つ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

( )し

▽
高
森
横
町
の
岩
下
蹴
忠
さ
ん
か
ら

（祖
母
、
チ
カ
さ
ん
。
９９
歳
死
去
）

〉
河
原
黒
岩
の
安
藤
チ
ワ
子
さ
ん
か
ら

（父
、
競
さ
ん
。
７８
歳
死
去
）

▽
色
見
山
鳥
の
岩
下
マ
ヨ
さ
ん
か
ら

（夫
、
久
吉
さ
ん
。
５２
歳
死
去
）

|
|

|
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S58.8.16 9.15受
生

)  (保 護者)(出生児)(性別)t年月青リ
松崎  優
宮本 正義
住吉 誠雄
賀来 保憲
加藤 勝巳
桐原 映一
岩下 仁徳
徳丸津代士

工藤 健蔵

嶋田 恒一
宮本 広喜
亡

出

(イ寸)雄 介
充

男 58.8.27

″    8.18

女   9.6
″    8.16

:男   8.21
女   9.l
男   8.18
女   8.14
″    9.2
″    9.2
男   8.24
女   8.13

所

町

通

和

通

町

住く

上

旭

昭

旭

下

み

恵

介

子

之

美

美

香

輔

美

ま

奈

裕

明

紘

恵

由

由

大

宏

横 町

洗 川

永野原

津留 1

尾下 2

死

●0涸
判̈

号

年 月

ｎ

ｕ

０
０
Ｅ
Ｊ

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女(在所)マ遺 族)(儒)(死亡者)(無)(葎月

日
劇
】
・２３
却

・８

・６

・３１

・２４

・１４

8

9

9

9

8

8

9

横 町 岩下 賊忠 祖母 岩下チカ 9958
″  濱田
山 鳥 岩下
永野原 本田
尾下 2 岩下
河原 l 後藤 チエ
″  安藤チワ子
結  婚
(氏名)

r夫 本田 正紀
妻ヽ (佐伯)久美子

夫 濱田 國男 71
″ 岩下 久吉 52
父 本田  勉 86
夫 岩下今朝芳 91
″ 後藤 賊± 66
父 安藤  競 78

オ

ヨ

登

ヨ

ズ

　

マ
　
　
　
ツ

シ
　
　
　
　
　
　
ハ

前
後
午
午

火
事

。
救
急
車
は
霊
１
１
９
ヘ

11   11   10   10 10   1010
月
16

お も な 内 容

☆ 町議会一般質問から……………………

☆ 可決された主な案件 (第 3回町議会)

′ヤ 相次ぐ臨時列車 (高森線)……………

,ヤ 特別養護老人ホームの建設始まる ¨

キヽ お知らせのページ…………………………
.こ 今年も健寿大学を開講…………………

月  月
10    9

曲
宅 /
二 {

〆ヽヽ

月 月 月 月
6    3   30   23

②

０

０

０

０

０
(住所) (婚姻届年月日)
L色見     58.9.5
″ 東中原

診療は '

時か ら'

時まで

日 日 日 日 日 日 日

♂上 ♂後 ♂渡 8立 8寺 ♂東 8馬

⑤村 ⑦藤 ⑦辺 ③野 ②崎 ②  ②原
0010000
3医 0医 7医 l病 0医 3医 6医
3171704
6院 9院 7院 1院 5院 9院 6院

Π
リ

′
年

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
野
尻
河
地
の
馬
原
宏
文
さ
ん
か
ら

（妻
、
フ
ジ
子
さ
ん
ｏ
４３
歳
死
去
）

▽
尾
下
大
畑
の
岩
下
光
則
さ
ん
か
ら

（父
、
今
朝
芳
さ
ん
。
９１
歳
死
去
）
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第
二
回
定
例
町
議
会
は
、
九
月
六
日
招
集
さ
れ
本
会
議
が
開

か
れ

ま

し

た
。
総
額

一
億
二
千
二
十
六
万
九
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
税
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
、
予
算

・
条
例
関
係
を
含
む
十
四
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
一ま
し
た
。
九
日
の
一
般
質
問
で
は
、
四
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
企

業
誘
致
、
学
校
統
合
、
社
会
教
育
問
題
な
ど
町
の
関
心
事
を
町
長
に
た
だ
し

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

教
育
長
　
全
町

的
な
立
場
で
地
域

性
を
考
慮
し
て
選

考
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。

経
費

節
減

の
た
め

軽

自

動

車

購

入

Ｂ
議
員
　
い
ま
役
場
に
は
何
台
の
庁

用
車
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
車
種

よ
１ｌ
ｏ
総
務
課
長
　
合
計
十

一
台
あ
り
、
そ

の
内
訳
は
、
町
長
車
、
清
掃
車
、
ジ
ー

プ
、
ラ
イ
ト
バ
ン
な
ど
で
、
ジ
ー
プ
以

外
は
全
部
普
通
車
を
使

っ
て
い
る
。・

Ｂ
議
員
　
軽
費
節
減
の
面
か
ら
軽
自

動
車
の
使
用
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
全
部
を
軽
自
動
車
に
変

え
る
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
次
回

の
購
入
か
ら
配
慮
し
、
部
内
で
も
十
分

検
討
を
進
め
た
い
。

町
　
長
　
庁
用
車
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
を
重
ね
、
次
回
か
ら
軽
自
動
車
も

購
入
す
る
よ
う
に
計
画
し
た
い
。

広

が

る
地
域
交
流

に

マ
イ

ク

ロ
バ
ス

Ｂ
議
員
　
最
近
は
地
域
交
流
が
盛
ん

に
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
青
年
団
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
各
種
団
体

が
各
地
に
活
発
に
出
か
け
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
れ
ら
の
各
種
団
体
の
輸
送
に
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
必
要
性
を
感
じ
る
が

町
で
購
入
し
て
は
い
か
が
な
も
の
か
。

町
　
長
　
他

の
町
村
で
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を

遊
休
時
に
限

っ

て
、
ほ
か
に
利

用
し
て
い
る
よ

う
だ
。
購
入
し

た
場
合
の
人
件

費
、
利
用
率
、

維
持
管
理
費
な

ど
十
分
調
査
し

て
検

討

し

た

生

徒

数

減

少

と

学

校

統

合

ｃ
議
員
　
各
地
区
と
も
年
ご
と
に
児

童

・
生
徒
の
数
が
減

っ
て
い
る
が
、
学

校
統
合
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し

た
い
。
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
野
尻
、
河

原
、
革
部
北
部
の
三
中
学
校
を
統
合
す

る
こ
と
に
つ
い
て
諮
間
を
受
け
て
、
二

月
二
十
六
日
学
校
統
合
審
議
会
が
開
か

れ
た
。
当
日
の
話
し
合
い
で
は
、
地
域

住
民
の
意
向
を
十
分
に
調
査
尊

重

し

て
、
新
し
い
体
制
で
基
本
方

針

に
従

い
、
検
討
を
加
え
解
決
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
だ

っ
た
。

審
議
委
員
の
任
期
が
今
年
の
十
月
十

三
日
な
の
で
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
下

で
対
策
を
講
じ
、
六
十

一
年
度
開
校
を

目
指
し
努
力
し
た
い
。

Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
使

っ
て

農

業

問

題

研

究

Ｄ
議
員
　
私
は
農
業
問
題

に

つ
い

て
は
素
人
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ

レ
ビ
の

「
明
る
い
農
村
」
な
ど
の
中
か
ら
、
高

森
に
合
う
よ
う
な
も
の
を
ビ
デ
オ
に
撮

っ
て
、
み
ん
な
で
勉

強

し
て
は
ど
う

町
　
長
　
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育

関
係
で
検
討
し
て
み
た
い
。

企

業

誘

致

で

過

疎

に

歯

止

め

Ａ
艤
員
　
企
業
誘
致
は
本
町
に
と
っ

て
、
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

今
つ
冷
え
切
っ
た
経
済
情
勢
の
中
で
は

大
変
難
か
し
い
こ
と
だ
が
、
企
業
の
受

け
入
れ
体
制
、
規
模
、
種
類
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
検
討
す
る
た
め
、
企
業
誘

致
委
員
会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
過
疎
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
に
も
、
こ
の
問
題
に
は
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
町
で
用
地
を
買
収
、

企
業
に
提
供
す
る
姿
勢
で
臨
む
つ
も
り

で
あ
り
、
県
も
努
力
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
く
れ
た
。

現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
に
陳
情
中

で
あ
り
、
ご
提
案
の
委
員
会
は
目
安
が

つ
い
て
か
ら
設
置
し
た
い
。

全

町

的

視

野

で

教

育

委

員

選

出

Ａ
議
員
　
教
育
委
員
の
選
出
に
つ
い

て
は
、
地
域
割
の
選
考
で
な
く
、
全
町

的
視
野
に
た
っ
て
で
き
な
い
も
の
か
。

町
　
長
　
現
在
の
選
出
方
法
は
、
町

村
合
併
の
際
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
事
項

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

各
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
人
材

が
お
ら
れ
る
の
で
、
今
後
も
従
来
の
方

法
で
選
出
し
た
い
。

ｔ町
政
の
当
面
す
る
諸
問
題

と
そ
の
対
策

辮
搬̈
彗
冊
卿

0  0

0 ●今年 も健寿大学開講

翁:参加者は60歳以上87人 一般質問に答える瀬井町長

近
年
、
老
人
パ
ワ
ー
の
高
ま
り
と
、

お
年
寄
り
の
社
会
活
動
参
加
が
注
目
さ

れ
ま
す
が
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今

年
も
老
人
の
余
暇
活
動
の
充
実
を
目
指

し
て
、
八
月
か
ら

「健
寿
大
学
」
を
開

講
し
ま
し
た
。

昨
年
は
畜
産
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と

し
た
た
め
、
参
加
者
が
色
見

・
高
森
地

区
の
お
年
寄
り
に
片

寄

り

ま
し
た
の

で
、
今
年
は
高
森
、
草
部
、
野
尻
の
三

会
場
を
巡
回
、
各
地
区
の
お
年
寄
り
に

聴
講
し
や
す
い
よ
う

に
配

慮
し
ま
し

た
。今
年
の
受
講
希
望
者
は
六
十
歳
以
上

の
八
十
七
人
。
来
年
二
月
ま
で
各
会
場

で
月

一
回
、
正
規
の
講
義

。
実
習

（
一

日
二
時
間
）
を
受
け
る
わ
け
で
、
年
七

回
履
修
し
た
人
に
は
、
町
教
育
委
員
会

か
ら
卒
業
証
書
（社
会
教
育
学
士
号
）
が

授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
講
座
内
容
は

「高
森
の
歴

史
」

（今
村
教
育
長
）
、

「高
齢
者
の

健
康
」

（町
保
健
婦
）
、

「
人

生

百

科
」

（高
森
簡
易
裁
判
所
長
）
、

「
く

ら
し
の
中
の
俳
句
」

（山
村
文
子
教
育

委
員
）
を
は
じ
め
、
青
年
、
婦
人
合
同

に
よ
る

「
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
討
論

会
」
、

「
修
学
旅
行
」
な
ど
も
あ
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
な
内
容
が
日
程
に
繰
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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中

地
　
獄
　
谷

感
轟

面

景

②

よ
う
に
霧
氷
の
針
山
地
獄
に
姿
を
変

え
ま
す
。

東
峰
か
ら
官
行
造
林
の
杉
山
を
通

り
抜
け
、
こ
の
谷
に
下
る
途
中
に
石

門
が
あ
り
ま
す
。
天
国
か
ら
地
獄
に

入
る
地
獄
門
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う

か
、
自
然
を
守
り
山
を
愛
し
社
会
に

善
行
を
積
む
人
達
に
と
っ
て
は
決
し

て
怖
い
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

根
子
岳
の
登
頂
を
果
た
す
に
は
、

こ
の
河
原
道
は
鬼
門
で
す
。
か
つ
て

天
狗
岩
か
ら
転
落
し
た
遭
難
者
を
地

元
消
防
団
員
で
編
成
す
る
救
助
隊
に

よ
っ
て
こ
の
谷
か
ら
搬
出
し
た
悲
し

く
苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

谷
の
出
入
日
、
牧
場
の
小
高
い
丘

の
上
に
山
の
神

（馬
頭
観
音
）
の
石

像
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
牛
馬
安
全

を
願
う
村
人
達
だ
け
で
な
く
、
登
山

を
志
す
人
達
も
ぜ
ひ
低
頭
合
掌
し
て

慎
重
な
行
動
を
取
ら
れ
る
よ
う
希
望

し
ま
す
。

近
く
に
は
洞
く
つ
式
の
応
急
避
難

所
が
あ
り
ま
す
。
当
時
こ
の
避
難
所

を
計
画
指
導
さ
れ
た
町
役

場

の
技

師
、
工
事
に
協
力
し
標
識
を
揮
ご
う

さ
れ
た
中
原
の
Ｎ
氏
も
す
で
に
故
人

と
な
ら
れ
ま
し
た
。

根
子
岳
の
姿
は
昔
に
か
わ
ら
ね
ど

か
わ
り
果
て
た
る
人
の
世
の
中

地
元
中
原
部
落
挙
げ
て
行

っ
た
過

ぎ
し
日
の
天
狗
祭
り
を

し
の
び

つ

つ
、
そ
の
後
改
良
さ
れ
た
牧
野
に
若

草
を
食
む
牧
牛
に
か
れ
こ
れ
話
し
か

け
る
私
で
し
た
。
　

∧
内
田
秀
憲
∨

根
子
岳
登
山
の
鬼
門

上空から見た地獄谷

根
子
岳
の
南
面
に
は
、
天
狗
岩
の

す
そ
か
ら
流
れ
る
二
つ
の
大
き
い
谷

が
あ
り
ま
す
。
向
か
っ
て
左
を
山
口

谷
、
右
を
地
獄
谷
と
言
い
ま
す
が
、

そ
の
名
の
出
た
い
わ
れ
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
天
狗
岩
は
、
年
ご
と
に
厳
し
い
風

雪
に
お
か
さ
れ
て
崩
れ
落
ち
、
そ
の

岩
石
が
帯
状
に
賽

（さ
い
）
の
河
原

を
形
造

っ
て
い
ま
す
。
地
獄
絵
を
見

ま
す
と
、
生
前
悪
事
を
働
い
た
亡
者

ど
も
は
、
こ
の
よ
う
な
賽
の
河
原
を

青
鬼
赤
鬼
に
こ
づ
き
回
さ

れ

岬

吟

（
し
ん
ぎ
ん
）
し
な
が
ら
さ
迷
い
歩

い
て
い
ま
す
。

秋
風
が
吹
き
は
じ
め
る
と
、
谷
か

ら
峰
、
峰
か
ら
谷
へ
と
紅
葉
が
広
が

り
、　
一
大
火
災
地
獄
を

現

出

し
ま

す
。
そ
し
て
、
や
が
て
冬
蒋
軍
が
訪

れ
る
頃
と
も
な
り
ま
す
と
、
木
も
草

も
寒
風
に
お
び
え
て
嗽
嗽

（
し
ゅ
う

し
ゅ
う
）
の
声
を
発
し
、
眼
を
貫
く
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